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神
和
ア
ル
ミ
工
業
は
２
０

１
３
年

月
、
同
社
初
の
ウ

オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
機

と
し
て
米
フ
ロ
ー
の
「
Ｍ
ａ

ｃ
ｈ
３
　
４
０
２
０
ｂ
」
を

導
入
し
た
。
厚
さ

―

の
定
尺
板
か
ら
直
径
約

５
５
０

の
円
盤
を
切
り

出
し
て
お
り
、
１
日
当
た
り

の
生
産
量
は

―

枚
。
同

社
は
「
ス
テ
ン
レ
ス
や
銅
、

チ
タ
ン
な
ど
、
ア
ル
ミ
以
外

の
加
工
で
新
規
顧
客
を
開
拓

す
る
の
に
有
力
な
武
器
」

神
保
宗
博
社
長

と
み

て
、
半
導
体
、
航
空
・
宇
宙

関
連
部
品
な
ど
の
受
注
に
力

を
入
れ
る
。
今
後
は
、
小
型

の
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
の
導
入
も
検
討
し
て
い

く
。

　
同
社
は
こ
れ
ま
で
約

年

間
、
ア
ル
ミ
の
薄
板
か
ら
極

厚
板
ま
で
の
切
断
、
熱
処

理
、
精
密
加
工
、
溶
接
な
ど

を
手
が
け
て
き
た
。
主
要
取

引
先
は
神
戸
製
鋼
所
、
富
士

重
工
業
な
ど
で
あ
る
。
年
商

は
約

億
円

年

月

期

で
、
そ
の
大
半
が
ア
ル

ミ
材
関
連
。
こ
こ
数
年
は
厳

し
い
経
済
環
境
の
中
で
受
注

低
迷
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
昨

年
夏
以
降
、
仕
事
量
が
回
復

し
て
き
た
。

　
従
来
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

Ｍ
Ｃ

や
フ
ラ
イ
ス

盤
、
ガ
ン
ド
リ
ル
な
ど
数
十

台
の
加
工
設
備
を
擁
す
る
。

年
に
は
大
型
５
面
加
工

機
、

年
に
は
厚
板
用
溶
接

装
置
を
導
入
し
た
。
た
だ
、

得
意
と
す
る
ア
ル
ミ
の
加
工

分
野
だ
け
に
固
執
し
て
い
て

は
企
業
と
し
て
の
成
長
は
な

い
。
「
顧
客
が
困
っ
て
い
る

後
工
程
を
代
替
す
る
な
ど
、

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
仕
事

を
獲
得
し
た
い
」

神
保
社

長

と
決
意
を
新
た
に
、
思

い
切
っ
た
設
備
投
資
を
行
っ

た
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
。
ま
ず
、
定
尺
の
素
材

を
そ
の
ま
ま
加
工
に
使
え
る

た
め
、
材
料
を
小
切
り
に
す

る
工
程
が
削
減
で
き
る
。
ま

た
、
最
終
仕
上
げ
直
前
ま
で

自
社
で
担
う
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
さ
ら
に
、
歩
留
ま
り

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
従
来
は
大
き
な
板
を
加
工

サ
イ
ズ
に
合
う
よ
う
に
四
角

に
切
り
出
し
て
か
ら
、
旋
盤

や
Ｍ
Ｃ
で
加
工
し
て
い
た

が
、
現
在
は
大
き
な
板
か
ら

一
気
に
任
意
の
形
状
に
カ
ッ

ト
で
き
る
。
同
社
は
数
あ
る

最
新
鋭
機
の
中
で
も
、
ウ
オ

ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
機
な

ら
最
も
効
率
的
に
加
工
で
き

る
と
考
え
た
。

　
「
Ｍ
Ｃ
と
同
じ
よ
う
に
切

断
で
き
る
の
に
、
Ｍ
Ｃ
に
必

要
な
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
手
間
が

い
ら
な
い
か
ら
使
い
や
す

い
」

上
野
大
輔
販
売
課
課

長
補
佐

と
好
評
だ
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
は
、
他
の
一
般
的
な
設

備
に
比
べ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
高
い
が
、
対
応
で
き

る
材
料
の
種
類
や
サ
イ
ズ
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
ま
さ
に
多
品

種
少
量
、
変
種
変
量
の
生
産

に
適
し
て
い
る
。

　
同
社
が
導
入
し
た
「
Ｍ
ａ

ｃ
ｈ
３
　
４
０
２
０
ｂ
」

は
、
加
工
エ
リ
ア
が
４
０
０

０

×
２
０
０
０

、

心
臓
部
で
あ
る
ポ
ン
プ
の
最

高
圧
力
は
６
４
８

、
使

用
圧
力
は
６
０
０

。
切

断
ヘ
ッ
ド
は
テ
ー
パ
ー
補
正

機
能
付
き
。
フ
ロ
ー
製
の
標

準
的
な
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
加
工
機
に
比
べ
て
速
度
は

約
２
・
５
倍
で
、
し
か
も
高

精
度
な
加
工
が
で
き
る
。
ウ

オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工
特

有
の
課
題
で
あ
る
水
流
の
遅

れ
な
ど
も
解
決
し
た
。
加
工

精
度
は

０
・
１

。

　
同
社
は
航
空
・
宇
宙
産
業

の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
規
格

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
９
１
０
０
」
な

ど
を
取
得
し
て
お
り
、
今
後

は
航
空
機
部
品
に
適
し
た
炭

素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

の
加
工
な
ど

に
も
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

　
「
新
し
い
顧
客
を
獲
得
す

る
に
あ
た
っ
て
の
力
強
い
営

業
ツ
ー
ル
」

上
野
課
長
代

理

―
。
「
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
３
　

４
０
２
０
ｂ
」
を
こ
う
表
現

す
る
同
社
は
、
長
年
培
っ
た

ア
ル
ミ
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

信
用
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が

ら
、
人
材
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
多
種
多
様
な
素
材
の
加

工
ニ
ー
ズ
を
果
敢
に
取
り
込

む
考
え
だ
。

企業メモ
▽
事
業
内
容

金
属
全
般
の
切
断
お
よ
び

　
販
売

▽
所
在
地

名
古
屋
市
南
区
豊
田
５
の

　
の

▽
社
長

末
若
敬
章
す
え
わ
か
た
か
あ
き

氏

▽
電
話
番
号

０
５
２
６
９
４
５
１
５
１

▽
資
本
金

５
０
０
０
万
円

▽
従
業
員
数

人

▽
設
立

１
９
７
９
年

月

さまざまな素材に対応する「ＳＷＳ 」

中堅・中小企業の導入事例

機
械
を
見
極
め
使
い
き
る
末
若
鋼
業

　
末
若
鋼
業
は
１
９
７
９
年

の
創
業
か
ら
一
貫
し
て
金
属

の
切
断
・
販
売
を
手
が
け
て

い
る
。
金
属
は
も
ち
ろ
ん
各

種
材
料
の
切
断
を
得
意
と

し
、
顧
客
か
ら
依
頼
さ
れ
る

仕
事
は
ど
ん
な
難
し
い
案
件

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が

同
社
の
方
針
だ
。
同
社
は
長

年
、
ガ
ス
溶
断
と
レ
ー
ザ
ー

切
断
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
き
た
が
、
モ
ノ
づ
く
り

の
進
化
と
と
も
に
簡
単
に
は

切
断
で
き
な
い
材
料
の
仕
事

が
増
え
て
き
た
。
例
え
ば
ス

テ
ン
レ
ス
や
べ
ニ
ヤ
材
、
ア

ル
ミ
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

積
層
材
や
、
特
殊
な
加
工
が

施
さ
れ
た
熱
に
弱
い
素
材
な

ど
だ
。
こ
う
し
た
難
し
い
材

料
の
切
断
に
対
応
し
、
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に

年
に

ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加
工

機
の
導
入
を
決
め
た
。

　
当
時
は
ま
だ
ウ
オ
ー
タ
ー

ジ
ェ
ッ
ト
加
工
機
は
新
し
い

技
術
で
、
導
入
し
て
い
る
企

業
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し

末
若
敬
章
社
長
は
「
新
し
い

か
ら
こ
そ
可
能
性
を
感
じ

た
」
と
い
う
。
各
メ
ー
カ
ー

の
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
を
慎
重
に
検
討
し
た
結

果
、
同
社
は
澁
谷
工
業
の
マ

シ
ン
に
決
め
た
。
導
入
し
た

の
は
テ
ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
１
５

２
４

×
３
０
８
０

の

マ
シ
ン
。
こ
の
１
号
機
の
導

入
に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
や
木
材

な
ど
レ
ー
ザ
ー
加
工
で
は
切

断
で
き
な
い
材
料
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事

の
幅
は
大
き
く
広
が
っ
た
。

　
機
械
を
使
い
切
る
と
い

う
の
が
、
同
社
の
モ
ノ
づ
く

り
哲
学
。
「
導
入
し
た
機
械

の
能
力
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
、
使
い
切
る
こ
と
で
分
か

る
こ
と
が
あ
る
。
機
械
の
す

み
ず
み
ま
で
を
知
る
こ
と

で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
加
工
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
」

同

と
い
う
。
導
入
し
た

１
号
機
も
、
使
う
中
で
出
て

き
た
改
善
点
や
要
求
点
は
メ

ー
カ
ー
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
た
。
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
も
と
に
２
０
０
０
年
に

は
２
号
機
を
導
入
し
た
。
テ

ー
ブ
ル
サ
イ
ズ
は
２
０
０
０

×
６
０
０
０

で
ダ
ブ

ル
ヘ
ッ
ド
ノ
ズ
ル
の
マ
シ
ン

だ
。
そ
し
て

年
に
は
１
号

機
の
買
い
替
え
と
し
て
、
澁

谷
工
業
の
「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
４
６
０

０
」
を
３
号
機
と
し
て
導

入
。
現
在
、
稼
働
中
の
２
号

機
、
３
号
機
に
よ
り
、
さ
ら

に
付
加
価
値
の
高
い
加
工
が

可
能
に
な
っ
た
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
は
、
使
い
手
の
力
量
が

問
わ
れ
る
機
械
で
も
あ
る
。

顧
客
か
ら
支
給
さ
れ
る
材
料

は
チ
タ
ン
や
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

な
ど
、
不
良
を
出
し
て
し
ま

う
と
大
き
な
損
失
が
出
て
し

ま
う
も
の
も
あ
る
。
こ
の
た

め
「
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
に
は
、
機
械
か
ら
出
る
音

や
に
お
い
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
。
順
調
に
稼
働
し
て

い
る
時
と
の
わ
ず
か
な
差
を

感
じ
取
る
こ
と
。
機
械
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
常
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
」
と
末
若
孝

宏
専
務
。
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
加
工
は
ノ
ズ
ル
が
割
れ

て
し
ま
え
ば
一
発
で
不
良
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
機
械
の
調

子
を
五
感
で
把
握
す
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
加

工
機
は
機
械
そ
の
も
の
は
比

較
的
シ
ン
プ
ル
な
構
造
だ

が
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
欠
か
せ
な
い
。
同
社
で
は

毎
月
８

―

の
使
用
済

み
研
磨
材
が
排
出
さ
れ
る
。

放
置
す
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間

に
た
ま
っ
て
し
ま
い
、
加
工

精
度
に
影
響
す
る
た
め
、
こ

ま
め
に
清
掃
し
な
い
と
い
け

な
い
。
「
機
械
が
故
障
す
れ

ば
、
そ
の
間
、
仕
事
が
進
ま

な
く
な
る
。
そ
れ
を
避
け
る

た
め
に
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

重
要
。
簡
単
な
故
障
な
ら
自

分
で
直
せ
る
程
度
の
知
識
は

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
と
末

若
専
務
。
機
械
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
機
械
と
の
対
話
を
大
切

に
し
て
い
る
。

　
現
在
、
同
社
は
ガ
ス
溶
断

器
２
台
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

２
台
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
加
工
機
２
台
と
い
う
体
制

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
か
ら

舞
い
込
ん
で
く
る
仕
事
に
対

応
し
て
い
る
。
末
若
社
長
は

「
他
社
で
で
き
な
い
と
断
ら

れ
、
結
果
的
に
当
社
に
回
っ

て
く
る
案
件
も
多
い
。
難
し

い
仕
事
で
も
ト
ラ
イ
す
る
の

で
当
社
に
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
。
今
後
も
金
属

切
断
の
プ
ロ
と
し
て
、
付
加

価
値
の
高
い
仕
事
を
続
け
て

い
く
方
針
だ
。

ＷＡＴＥＲ　　ＪＥＴ

高
精
度
な
加
工
を
実
現
す
る
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
技
術

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ７月３１日 木曜日 　　


